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佐
　
藤
　
　
　
圭

　

は
じ
め
に

　

若
狭
武
田
氏
は
室
町
時
代
の
永
享
十
二
年

（
一
四
四
〇
）
に
若
狭
国
の
守
護
職
を
獲
得
し
、
以
後

戦
国
時
代
ま
で
こ
の
地
を
治
め
た
大
名
で
あ
る
。
若

狭
は
京
都
に
近
く
、
武
田
氏
は
幕
府
や
禁
裏
と
深
い

関
係
を
保
っ
た
。
若
狭
武
田
氏
の
文
芸
史
料
を
考
察

さ
れ
た
米
原
正
義
氏
は
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に

武
田
氏
が
「
毎
年
鱈
・
初
雁
・
鮭
な
ど
を
禁
裏
へ
進

献
し
て
い
る
」
記
事
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

武
田
氏
の
在
京
性
、
求
心
的
な
性
格
に
つ
い
て
述
べ

た（
１
）。

そ
の
後
、
若
狭
武
田
氏
の
領
国
支
配
に
関
す

る
実
証
的
研
究
が
進
ん
だ
が
、
大
名
と
し
て
の
武
田

氏
自
体
の
具
体
的
な
研
究
は
少
な
い（

２
）。

　

進
上
は
諸
大
名
と
幕
府
や
禁
裏
と
の
日
常
的
な
関

係
を
う
か
が
う
行
為
と
し
て
注
目
さ
れ
る（

３
）。

進
上
と

は
主
家
に
一
定
の
仕
方
で
進
物
を
差
し
出
し
、
相
互

の
関
係
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の

進
上
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
若
狭
武
田
氏
の

大
名
と
し
て
の
性
格
を
考
察
す
る
。

　
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
は
応
仁
の
乱
後
の
文
明
九

年
（
一
四
七
七
）
に
書
き
始
め
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
及

ん
で
書
き
継
が
れ
た
禁
裏
の
女
房
の
公
的
な
日
記
で

あ
る（

４
）。

皇
親
・
社
寺
・
武
家
を
始
め
と
す
る
諸
家
の

禁
裏
に
対
す
る
進
上
記
事
は
、
こ
の
日
記
の
か
な
り

の
部
分
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
意
図
的
に
記
録

さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
日
常
的
な

こ
と
を
延
々
と
記
し
て
い
る
点
は
こ
の
日
記
の
特
徴

で
あ
り
、
優
れ
た
点
で
も
あ
る
。
そ
の
本
文
は
女
房

詞（
御
所
こ
と
ば
）を
多
用
す
る
独
自
の
文
体
で
あ
る
。

『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
の
最
初
の
年
で
あ
る
文
明
九

年
の
記
事
か
ら
二
例
抜
き
出
し
て
引
用
す
る
。

　
　

�

た
け
た
し
ろ
御
ま
な
ま
い
ら
す
る
（
二
月
一
日

条
）

　
　

�

た
け
た
ま
い
ら
す
る
と
て
、
す
へ
よ
り
あ
か
御

ま
な
ま
い
る
（
九
月
六
日
条
）

　

非
常
に
簡
潔
な
記
載
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
も
そ
も

こ
の
「
た
け
た
」
が
若
狭
武
田
氏
な
の
か
ど
う
か
、

必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
こ
れ
ま
で
こ
の
「
た
け

た
」
は
代
々
禁
裏
に
奉
仕
し
た
医
家
の
竹
田
氏
と
み

ら
れ
て
お
り
、日
本
史
の
主
要
史
料
を
編
纂
し
た『
大

日
本
史
料
』
第
八
編
は
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
ま

で
の
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
の
進
上
記
事
の
「
た

け
た
」
に
つ
い
て
一
貫
し
て
竹
田
昭
慶
（
後
に
改
名

し
て
定
盛
）
と
注
記
し
て
い
る（

５
）。

し
か
し
『
お
湯

殿
の
上
の
日
記
』
に
は
、「
わ
か
さ
の
た
け
た
」
あ

る
い
は
「
わ
か
さ
よ
り
」
と
明
記
さ
れ
た
進
上
記
事

も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
現
れ
た

進
物
の
内
容
や
進
上
の
時
季
等
を
比
較
対
照
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
日
記
を
若
狭
武
田
氏
の
史
料
と
し

て
充
分
に
活
か
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る（

６
）。

　

一　

若
狭
武
田
氏
の
禁
裏
へ
の
進
物

（
１
）
季
節
に
よ
る
進
上

　
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
は
若
狭
武
田
氏
が
活
躍

し
た
時
代
の
う
ち
、
後
土
御
門
朝
（
文
明
九
年
以

降
）
と
後
奈
良
・
正
親
町
両
朝
の
時
期
の
日
記
が
各

年
ほ
ぼ
完
全
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
間
の
後
柏
原
朝

は
日
記
自
体
の
残
り
が
悪
い
。
表
１
（
次
ペ
ー
ジ
）

は
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
で
若
狭
武
田
氏
の
進
上

と
判
断
さ
れ
る
記
事
の
日
付
と
進
物
を
列
記
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
武
田
氏
の
進
上
記
事
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五
十
七
巻
二
号

年 月・日 進　　物
（明応 7） 9・23 あか御まな

9・27 はつかん
　閏10・13 ふりこ

11・ 3 雪の御まな
12・25 ひふつ三色

明応 8 5・ 4 みる
5・ 5 みる
6・25 いきかひ・さゝい
8・ 2 ひしほ一おけ
8・16 かん
8・19 としとしのしい一おり
9・15 あか御まな

12・29 ひふつ三色

明応 9 4・15 いきかひ
4・25 みる一をり
5・17 かひのあわ一をり
8・24 はつかり
9・17 あか御まな・しゐ一をり

明応 9 12・24 ひふつ三色

大永 6 5・13 ―
8・29 あか御まな
9・ 3 はつかん
9・16 しゐ一折＊

10・ 5 ひふつ五色

大永 7 3・ 8 しろ御まな
9・10 はつあか御まな
10・3 はつかん

享禄元 9・14 いつものはつかん
　閏 9・ 2 あか御まな

12・18 としとしの御いた・ひら

享禄 2 9・ 7 あか御まな
9・22 としとしのしゐ

享禄 3 6・27 みる一おり
9・11 あか御まな
9・21 □□
10・9 はつ□□

享禄 4 3・ 9 しろ御まな
8・21 としとしのはつかん
8・24 としとしのあか御まな

天文元 6・25 としとしのみる
9・ 6 あか御まな
9・ 9 はつかん

天文 2 2・24 いつものしろ御まな一おけ
6・15 としとしのみる一おり
9・13 あか御まな・しい一折
9・19 はつかん

天文 3 　閏正・22 十かう・十か
2・17 しろ御まな
8・22 あか御まな
8・30 みのしゐ

天文 4 3・ 1 としとしの者かつ御まな　　　　↗

年 月・日 進　　物
（天文 4） 3・18 ひふつ三色

6・13 としとしのみる
9・ 6 はつかん
9・21 としとしのしゐ

天文 5 2・27 しろまな
4・24 ひふつ五色（御即位御礼）
6・19 みる
9・16 しゐ
9・20 はつかん

天文 6 6・ 7 としとしのみる
8・22 はつあか御まな

10・ 4 としとしのはつかん

天文 7 3・ 8 しろ御まな
6・25 みる

10・ 4 はつかん

天文 8 3・14 しろ御まな
　閏6・13 はつみるとて一折

9・17 としとしのしい

天文 9 5・27 はつみる
9・ 6 あか御まな
9・25 しい一おり

10・18 はつかん

天文 10 2・27 しろ御まな
6・28 みる一折
9・12 あか御まな
9・23 はつかん
9・26 としとしのしい

天文 11 8・21 はつあか御まな
9・27 はつかん

天文 12 6・15 としとしのみる▲
9・ 2 はつあか御まな

10・13 はつかん

天文 13 3・20 としとしのしろ御まな
5・17 十かう・十か
9・21 としとしのみのしゐ

天文 14 6・12 としとしの御うり（みるか）
8・26 はつあか御まな
9・ 3 はつかん

天文 15 6・24 みる
9・ 3 あか御まな
9・12 しい

天文 16 7・14 としとしのみる
8・19 としとしのあか御まな

天文 17 6・ 5 みる▲
8・28 あか御まな・しい
9・10 はつかん

10・25 あか御まな一おり

天文 18 6・21 としとしのみる
9・17 はつかん
9・20 しい　　　　　　（4 ページへ続く）
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年 月・日 進　　物
文明 9 2・ 1 しろ御まな

6・ 1 みる一をり
6・19 いきたるかひ
9・ 6 あか御まな

10・16 ふりこ一をけ
11・16 ゆきの御まな
12・30 三色

文明 10 正・18 御まな三色
2・25 しろ御まな一をけ
6・ 3 みる
9・10 あゆ

10・22 ふり二（こか）
12・30 三色

文明 11 7・21 御まな二色
9・16 かん
9・21 あか物

文明 12 5・17 みるのをる（りか）
8・25 あか物

12・29 二色

文明 13 4・30 御まな二をしき
9・13 かん・あか御まな

10・28 ふりこ

文明 14 7・29 かひ二色・みる
8・21 かん
8・22 あか御まな

10・16 ゆきの御まな
12・28 かん二・かいあわ一折・ゆき五

文明 15 5・ 8 みるのをり
8・23 はつかり
9・12 あか御まな

10・25 うらしき
12・29 ひふつ三色

文明 16 9・15 あか御まな

文明 17 5・ 8 みる一折
12・29 三色

文明 18 4・26 御まな二色
9・ 7 あか御まな

10・29 ふりこ一おけ
11・14 はつゆき
12・28 御まな三色

長享元 2・ 8 御まな三色
2・18 しろ御まな
4・18 はまあふり
4・26 はつみる

11・19 ふりこ
12・30 御まな二色

長享 02 2・ 8 しろ御まなのをけ
5・ 3 みる一折
5・ 4 かいたうの枝
6・ 6 かいさう一折
6・13 みる一をり　　　　　　　　　　↗

年 月・日 進　　物
（長享 02） 11・16 ゆき一折

12・30 二色

延徳元 9・ 2 かん
9・ 5 あか御まな

11・12 ゆきの御まな一折
12・25 ひふつ五色・やなき十か
12・27 ひふつ三色

延徳 2 3・ 2 しろ御まなのをけ
　閏 8・25 もおくし物

延徳 3 5・22 み□（るか）
6・26 なか一をり・いきかゐ
9・ 9 あか御まな
9・13 しゐの折

明応元 9・ 1 しひの折
9・ 8 かん
9・29 あか御まな

11・24 ふり二（こか）
12・29 ひふつ三色

明応 2 　閏 4・26 みるのをり
8・25 あかまな
8・26 しゐのをり

10・30 ゆきの御まな
12・24 御まな三色

明応 3 2・ 3 しろ御まな
3・24 五いろ・一か
9・ 5 かん
9・ 6 あか御まな

10・19 ふりこ

明応 4 2・16 しろ御まな
6・21 いきかひ
9・17 かん
9・19 あか御まな

12・ 6 あか御まな・いなか一か
12・29 三色
12・30 ひふつ三色

明応 5 　閏 2・ 1 しろ御まな
8・25 はつかん
9・ 1 ゑひのをり
9・ 9 あか御まな
9・26 ゆき

10・13 ふりこ
12・28 ひふつ三色

明応 6 2・ 7 しろ御まな
5・ 4 みるのをり
9・ 1 ゑひのをり
9・ 4 はつかん
9・16 かさ

10・13 ふりこのおけ
11・ 4 ゆきの御まな
12・28 三色

明応 7 5・25 みる
9・22 しい　　　　　　　　　　　　　↗

表１　若狭武田氏の進上
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五
十
七
巻
二
号

は
年
間
数
例
現
れ
る
場
合
が
多
く
、
し
か
も
進
上
の

な
い
年
は
少
な
く
、
最
後
は
正
親
町
朝
の
元
亀
元
年

（
一
五
七
〇
）
に
及
ん
で
い
る
。
多
く
の
定
型
的
な
進

上
記
事
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
解
釈
す
る
た
め
に

は
進
物
の
実
態
に
つ
い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
季
節
的
な
進
物
に
つ
い
て
以
下
順
を
追
っ
て
整

理
す
る
。

①
し
ろ
御
ま
な

　

前
掲
の
文
明
九
年
の
記
事
が
初
見
で
あ
る
。
永
禄

六
年
（
一
五
六
三
）
三
月
十
五
日
条
に
「
わ
か
さ
た

け
田
よ
り
と
し

く
の
し
ろ
ま
な
ま
い
る
」
と
記
さ

れ
、
若
狭
武
田
氏
の
毎
年
の
進
物
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
春
二
月
か
三
月
こ
ろ
進
上
さ
れ
る
。
こ
の

「
し
ろ
御
ま
な
」
は
白
魚
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
武

田
氏
が
室
町
将
軍
に
進
上
し
た
の
は
「
い
さ
ざ
」
で

あ
り
、
室
町
幕
府
の
故
実
書
『
年
中
恒
例
記
』
の
二

月
二
十
四
日
の
項
に
「
武
田
い
さ
ゝ
進
上
之
、
当

月
中
」
と
見
え
る
（
第
三
章
で
後
述
）。
い
さ
ざ
は

魦
と
書
き
、
小
浜
藩
の
下
士
牧
田
近
俊
が
元
禄
六
年

（
一
六
九
三
）
こ
ろ
編
集
し
た
地
誌
『
若
狭
郡
県
志
』

に
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
る（

７
）（

送
り
仮
名
・
訓
点
省

略
）。

　
　

�

魦
字
此
謂
伊
佐
々
、
於
下
中
郡
府
中
村
、
季
春

臨
河
流
而
取
之
、
其
味
堪
食
、
又
貫
之
細
竹
串

而
日
乾
、
名
曰
目
刺
、
国
主
毎
歳
献
将
軍
家
、

伝
言
、
古
府
中
村
土
人
毎
春
取
魦
、
貢
朝
廷
矣
、

若
今
不
然
也
、
始
於
小
浜
之
川
崎
取
之
、
然
今

世
稀
也
、
相
伝
、
河
流
漲
処
必
多
矣
、

　

右
に
よ
れ
ば
、
小
浜
の
東
方
二
、三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
府
中
村
で
い
さ
ざ
が
三
月
に
採
れ
、
以
前
は
小

年 月・日 進　　物
天文 19 3・25 としとしのしろ御まな

6・ 1 （脱か）
8・17 としとしあか御まな
8・27 としとしのしいのおり▲
9・30 としとしのはつかん

天文 20 3・ 7 としとしのしろ御まな
6・14 としとしのみる
9・12 としとしのしゐ▲

天文 21 3・ 9 としとしのしろ御まな
6・26 としとしのみる
9・14 としとしのしゐ

天文 22 6・ 2 みる
11・ 6 としとしのかん

天文 23 9・ 7 はつ御まな
10・ 3 はつかん

弘治元 9・18 あか御まな・しい

弘治 2 正・ 5 ひふつ
8・28 はつかん▲
8・29 はつあか御まな▲
9・15 としとしのみのしい▲

12・ 5 はつかん

永禄元 　閏6・ 9 みる＊

8・20 はつさけ・のちせ山のしい▲
10・ 4 はつかん＊

永禄 2 正・ 5 御ひら十まい・かん一（歳暮美物）
8・28 はつさけ＊

10・10 はつかん・しい＊

永禄 3 2・ 2 かん一・御ひら十・かいあわひ卅（年始御礼）＊

7・11 としとしのみる一折▲
9・ 4 はつさけ
9・ 8 としとしのしいのおり＊

11・ 4 はつかん▲

永禄 4 8・14 ふとう
8・20 はつさけ＊

9・20 としとしのはつしゐ＊

永禄 5 8・27 しい▲

永禄 6 3・15 としとしのしろまな＊

9・22 としとしはつかん＊

永禄 7 9・1 はつかん▲

永禄 8 9・1 はつふり ▲
9・2 はつかん▲
9・4 はつさけ▲

永禄 9 2・29 としとしのしろ御まな＊

11・11 はつかん▲

永禄 10 9・ 7 はつさけ

元亀元 8・29 はつか（さか）け▲

注　『お湯殿の上の日記』の所見を記した。
▲「わかさより」とのみ表記されるもの。
＊「わかさのたけた」等と表記されるもの。
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佐
藤　
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
見
る
若
狭
武
田
氏
の
進
上

浜
の
川
崎
で
も
採
れ
た
と
い
う
。
同
書
の
別
の
部
分

の
記
載
に
よ
れ
ば
、
大
飯
郡
の
本
郷
上
・
下
村
で
も

佐
分
利
川
の
下
流
部
で
い
さ
ざ
が
採
れ
、
三
月
に
小

浜
に
売
り
に
来
た
と
い
う
。
将
軍
に
献
上
さ
れ
、
府

中
村
で
は
か
つ
て
朝
廷
に
貢
じ
た
と
い
う
伝
承
も

あ
っ
た
。
こ
の
い
さ
ざ
は
ハ
ゼ
科
の
魚
シ
ロ
ウ
オ
で

あ
り
、
全
長
五
、六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
さ

な
魚
で
あ
る
。
江
戸
時
代
は
日
干
し
に
し
て
目
刺
と

い
っ
て
将
軍
に
献
上
し
た（

８
）。

　
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
見
え
る
武
田
氏
が
進

上
し
た
「
し
ろ
御
ま
な
」
の
容
器
は
「
桶
」
で
あ

り
、
一
桶
進
上
さ
れ
た
例
が
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）

と
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
に
見
え
る
（
表
１
参
照
）。

こ
の
時
期
の
桶
は
檜
製
の
曲
物
容
器
で
あ
り
、
蓋
が

付
い
て
密
閉
さ
れ
る
。
主
と
し
て
液
体
を
容
れ
て
使

わ
れ
た
。
進
上
さ
れ
た
し
ろ
御
ま
な
の
形
態
は
知
ら

れ
な
い
が
、
目
刺
で
は
な
い
可
能
性
が
強
い
。

②
み
る

　

文
明
九
年
六
月
一
日
条
の
「
た
け
た
み
る
一
を
り

ま
い
ら
す
る
」
と
い
う
記
事
が
初
見
で
あ
る
。
天
文

十
七
年
（
一
五
四
八
）
六
月
五
日
条
に
「
わ
か
さ
よ

り
み
る
し
ん
上
す
る
」
と
記
さ
れ
る
。
毎
年
夏
五
月

前
後
に
進
上
さ
れ
た
。表
１
の
長
享
元
年（
一
四
八
七
）

と
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
の
事
例
の
「
は
つ
み
る
」

と
い
う
言
葉
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
初
物
進
上
で
あ

る
。
容
器
は
「
折
」
で
数
量
は
一
折
で
あ
る
。
折
は

蓋
の
つ
い
た
角
ば
っ
た
容
器
で
、
桶
と
違
っ
て
密
閉

性
が
な
く
、
水
気
の
な
い
も
の
を
容
れ
た
。
海
松
は

古
く
か
ら
の
代
表
的
海
藻
で
あ
る
。
恐
ら
く
そ
の
実

態
は
干
海
松
で
あ
ろ
う
。
小
浜
の
北
東
約
六
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
志
積
浦
の
鎌
倉
後
期
の
弘
安

二
年
（
一
二
七
九
）
三
月
日
付
の
同
浦
地
頭
分
年
貢

魚
塩
等
注
進
状
に
は
、
地
頭
分
年
貢
の
「
海
松
・
心

ふ
と
八
升
」
と
代
官
分
同
三
升
が
見
え
る（

９
）。

志
積

浦
に
対
し
て
海
松
や
心て

ん
ぐ
さ太

な
ど
の
海
藻
が
容
積
で
規

定
さ
れ
て
賦
課
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

③
あ
か
御
ま
な

　

八
月
下
旬
か
ら
九
月
に
進
上
さ
れ
る
。
若
狭
武
田

氏
か
ら
の
恒
例
の
初
物
進
上
で
あ
る
。
後
奈
良
朝
の

大
永
七
年
（
一
四
七
九
）
の
事
例
に
「
は
つ
あ
か
御

ま
な
」
と
見
え
、正
親
町
朝
の
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）

八
月
二
十
日
若
狭
か
ら
「
は
つ
さ
け
」
が
進
上
さ
れ

た
。
以
後
こ
う
し
た
直
截
的
な
表
現
と
な
る
。
数
量

や
容
器
が
記
載
さ
れ
た
例
は
少
な
く
、
天
文
十
七
年

（
一
五
四
八
）
の
事
例
に
「
あ
か
御
ま
な
一
お
り
」
と

見
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
初
物
の「
あ
か
御
ま
な
」

は
鮭
の
こ
と
で
あ
り
、
恐
ら
く
簡
単
な
塩
蔵
品
で
あ

ろ
う
。
江
戸
時
代
若
狭
小
浜
藩
主
と
な
っ
た
老
中
酒

井
忠
勝
は
、
江
戸
か
ら
国
元
に
詳
細
な
指
示
を
多

数
書
き
送
っ
て
い
る
が
、
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）

七
月
二
十
三
日
付
書
下
の
中
に
次
の
よ
う
な
条
文
が

見
え
る（

⓾
）。

　

一�

八
月
よ
鮭
の
や
な
打
可
申
候
間
、
当
年
ハ
先
々

去
年
若
狭
守
殿
仕
置
之
こ
と
く
可
申
付
候
、
初

鮭
を
ハ
念
を
入
塩
ニ
仕
、
爰
元
へ
上
ヶ
可
申

候
、
二
番
鮭
を
ハ
国
母
様
へ
進
上
可
仕
候
、
三

番
鮭
ハ
院
御
所
様
へ
上
ヶ
可
申
候
、
杉
之
箱
を

念
を
入
さ
ゝ
せ
、
箱
な
か
ら
台
ニ
す
へ
結
構
ニ

仕
上
ヶ
候
様
ニ
弥
兵
衛
・
三
太
夫
ニ
可
申
付
候
、

　

院
御
所
様
へ
上
ヶ
候
鮭
も
天
野
豊
前
殿
・
大

岡
美
濃
殿
頼
候
て
可
然
様
ニ
可
仕
候
、
い
つ
れ

も
鮭
共
さ
か
り
候
ハ
ぬ
様
ニ
念
を
入
塩
を
可
仕

候
事
、

　

一�

鱈
も
頓
而
と
れ
可
申
候
間
、
取
候
者
爰
元
へ
上

可
申
候
事
、

　

小
浜
藩
で
は
毎
年
八
月
こ
ろ
か
ら
簗
漁
に
よ
っ
て

鮭
が
獲
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
藩
主
が
支
配
し
て
お

り
、
新
た
に
藩
主
と
な
っ
た
酒
井
忠
勝
は
前
代
の
京

極
忠
高
の
仕
置
の
通
り
簗
漁
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
命

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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若
越
郷
土
研
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五
十
七
巻
二
号

じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
初
鮭
・
二
番
鮭
・

三
番
鮭
を
そ
れ
ぞ
れ
将
軍
（
徳
川
家
光
）、国
母
（
東

福
門
院
）、
院
（
後
水
尾
上
皇
）
へ
進
上
す
る
こ
と

を
指
示
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
江
戸
に
送
る
分
も
、

京
都
に
送
る
も
の
も
い
ず
れ
も
入
念
な
塩
蔵
加
工
が

命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
漁
法
や
加
工
法
は
、

恐
ら
く
前
代
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
武

田
氏
時
代
の
鮭
の
進
上
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な

手
掛
か
り
と
な
る
。

④
か
ん

　

文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
九
月
十
六
日
条
に
「
た

け
た
ま
い
ら
す
る
と
て
、
す
ゑ
よ
り
か
ん
ま
い
る
」

と
記
さ
れ
る
の
が
初
見
記
事
で
あ
る
。
永
禄
元
年
十

月
四
日
条
に
「
わ
か
さ
の
た
け
た
よ
り
は
つ
か
ん
ま

い
る
」
と
記
さ
れ
る
。
秋
の
八
月
か
ら
九
月
を
中
心

と
し
て
進
上
さ
れ
て
い
る
。
鳥
類
の
雁
の
こ
と
で
、

ま
た「
か
り
」と
も
言
っ
た
。後
土
御
門
朝
と
後
奈
良
・

正
親
町
両
朝
に
至
る
ま
で
毎
年
の
よ
う
に
進
上
さ
れ

た
様
子
が
わ
か
る
が
、「
は
つ
か
り
」、「
は
つ
か
ん
」

と
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
初
物
進
上
で
あ
る
。
特
に
明

応
六
年
（
一
四
九
七
）
九
月
四
日
条
に
は
「
た
け
た

ま
い
ら
す
る
と
て
、
す
へ
よ
り
は
つ
か
ん
ま
い
り
て

御
し
や
う
く
わ
ん
、
御
さ
か
月
ま
い
る
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
後
土
御
門
天
皇
が
賞
翫
（
賞
味
）
さ
れ
た
。

雁
は
比
較
的
大
き
な
水
鳥
で
毎
年
秋
に
飛
来
す
る
。

『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
は
、
そ
う
し
た
い
わ
ゆ

る
ガ
ン
カ
モ
類
の
鳥
と
し
て
白
鳥
・
菱
喰
・
雁
・
鴨（
大

小
順
）
な
ど
が
諸
家
か
ら
禁
裏
に
進
上
さ
れ
た
記
事

が
多
数
見
ら
れ
る
が
、
若
狭
武
田
氏
が
進
上
し
た
鳥

は
雁
だ
け
で
あ
る
。
初
物
と
し
て
足
利
将
軍
も
雁
を

進
上
し
た
。
大
体
将
軍
の
初
雁
進
上
の
数
日
か
ら
十

数
日
後
に
武
田
氏
の
初
雁
進
上
が
な
さ
れ
た
こ
と
が

多
い
。
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
の
例
で
は
、
十
二

月
五
日
に
な
っ
て
や
っ
と
武
田
氏
の
初
雁
が
進
上
さ

れ
、「
た
け
た
は
つ
か
ん
ま
い
る
、
お
そ
な
わ
り
て

う
つ
ゝ
な
し
」
と
非
難
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

初
雁
の
進
上
に
は
食
味
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
季
節

を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
の
意
味
あ
い
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

⑤
し
ゐ

　

初
見
記
事
は
や
や
遅
く
、
後
土
御
門
朝
の
延
徳
三

年
（
一
四
九
一
）
九
月
十
三
日
条
に
「
た
け
た
し
ゐ

の
折
ま
い
ら
す
る
」
と
記
さ
れ
る
。
以
後
何
度
か

見
え
る
が
、
同
じ
く
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
八
月

十
九
日
条
に
は
「
た
け
た
と
し

く
の
し
い
一
お
り

し
ん
上
」
と
記
さ
れ
、
例
年
恒
例
の
進
上
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
る
。
後
奈
良
朝
も
同
様
に
「
と
し

く

の
し
い
」、「
み
の
し
い
」
が
進
上
さ
れ
て
お
り
、
次

の
正
親
町
朝
の
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
八
月
二
十

日
条
に
「
わ
か
さ
よ
り
は
つ
さ
け
・
の
ち
せ
山
の
し

い
し
ん
上
申
」
と
記
さ
れ
、
若
狭
武
田
氏
の
居
城
後

瀬
山
の
し
い
の
実
が
進
上
さ
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ

る
。
現
在
で
も
後
瀬
山
の
山
頂
付
近
や
斜
面
に
は

ス
ダ
ジ
イ
の
群
団
が
み
ら
れ
る（

⓫
）。

し
い
の
実
は
長

さ
一
・
二
か
ら
二
セ
ン
チ
程
度
の
小
さ
な
果
実
だ
が
、

ど
ん
ぐ
り
類
の
中
で
は
唯
一
そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る

種
類
で
あ
り
、
古
来
重
宝
さ
れ
た
。
だ
い
た
い
九
月

を
中
心
と
し
て
進
上
さ
れ
、
八
月
や
、
一
例
だ
け
十

月
に
進
上
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

⑥
ふ
り
こ

　

文
明
九
年
十
月
十
六
日
条
に
「
た
け
た
ふ
り
こ
一

を
け
ま
い
ら
す
る
」
と
記
さ
れ
る
の
が
初
見
で
あ
る
。

進
上
の
時
期
は
、
大
体
十
月
か
、
そ
の
翌
月
で
あ
る
。

た
だ
後
土
御
門
朝
の
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
を
最

後
に
武
田
氏
の
ふ
り
こ
進
上
の
確
実
な
記
載
は
な
く

な
る
。
数
量
は
文
明
九
年
、
同
十
八
年
の
例
な
ど
い

ず
れ
も
一
桶
で
あ
る
。
こ
の「
ふ
り
こ
」は「
振
海
鼠
」

と
書
か
れ
る
ナ
マ
コ
の
加
工
品
と
み
ら
れ
る
。
若
狭

武
田
氏
の
進
上
と
み
て
い
い
だ
ろ
う（

⓬
）。
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佐
藤　
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
見
る
若
狭
武
田
氏
の
進
上

⑦
ゆ
き
の
御
ま
な

　

初
見
は
文
明
九
年
十
一
月
十
六
日
条
で
「
た
け
た

ま
い
ら
す
る
と
て
、
ゆ
き
の
御
ま
な
す
へ
よ
り
ま
い

る
」
と
記
さ
れ
る
。
た
ん
に
「
ゆ
き
」
と
も
い
わ

れ
る
。「
は
つ
ゆ
き
」
と
い
う
表
現
も
あ
り
（
文
明

十
八
年
の
事
例
な
ど
）、
初
物
で
あ
る
。
十
月
こ
ろ

か
ら
十
一
月
を
中
心
と
し
て
進
上
さ
れ
る
。
後
土
御

門
朝
は
毎
年
の
よ
う
に
進
上
記
事
が
あ
る
が
、
明
応

七
年
（
一
四
九
八
）
を
最
後
と
し
て
以
後
見
え
な
く

な
る
。

　

こ
の
「
ゆ
き
の
御
ま
な
」
は
鱈
の
こ
と
で
あ
る
。

鱈
の
産
地
は
北
陸
地
方
や
丹
後・但
馬
な
ど
北
海
（
日

本
海
）
に
限
ら
れ
る
（『
本
朝
食
鑑
』）。
し
た
が
っ
て

進
上
主
体
の
「
た
け
た
」
は
若
狭
武
田
氏
と
み
て
よ

い
。
容
器
は
折
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
一
折
進
上
さ
れ

て
い
る
（
長
享
二
年
、
延
徳
元
年
）。
文
明
十
四
年

（
一
四
八
二
）
の
場
合
、
十
月
十
四
日
に
初
物
の
「
ゆ

き
の
御
ま
な
」
が
進
上
さ
れ
、
ま
た
暮
れ
の
十
二
月

二
十
八
日
の
進
物
に「
ゆ
き
五
」
が
進
上
さ
れ
て
い
る
。

恐
ら
く
初
物
は
塩
鱈
で
、
歳
末
の
も
の
は
棒
鱈
の
よ

う
な
加
工
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
鱈
は
魚
体

が
大
き
く
、
戦
国
期
若
狭
地
方
で
と
れ
た
魚
の
う
ち

「
大
は
ま
ち
」
と
並
ん
で
最
も
高
価
な
魚
種
だ
っ
た（

⓭
）。

　

以
上
、
季
節
ご
と
に
進
上
さ
れ
た
も
の
を
列
挙
し

た
が
、
初
物
が
多
く
見
ら
れ
た
。
進
上
記
事
が
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
年
に
一
度
だ
け
記
さ
れ
る
こ
と
、
数

量
が
記
さ
れ
な
い
か
、
も
し
く
は
一
を
単
位
と
す
る

ご
く
少
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
そ
う

み
ら
れ
る
。
特
に
秋
季
の
鮭
・
雁
・
椎
に
つ
い
て

は
、
数
日
を
隔
て
て
別
々
に
進
上
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が

あ
り
、
そ
れ
ら
を
進
上
す
る
こ
と
自
体
に
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
初
物
と
は

前
述
の
小
浜
藩
主
酒
井
忠
勝
の
初
鮭
進
上
に
見
ら
れ

た
よ
う
に
、
各
大
名
の
支
配
領
域
で
獲
得
さ
れ
た
そ

の
年
最
初
の
獲
物
や
収
穫
物
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
主

家
に
進
上
す
る
こ
と
は
特
別
の
意
味
を
持
っ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
季
節
的
進
物
は
、
雁
や
鱈
の

よ
う
に
比
較
的
高
価
な
物
も
あ
る
が
、
必
ず
し
も
特

に
珍
し
い
も
の
で
は
な
く（

⓮
）、

い
ず
れ
も
季
節
を
象

徴
す
る
山
野
河
海
の
産
物
で
あ
る
。『
お
湯
殿
の
上

の
日
記
』
の
正
親
町
朝
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
八

月
二
十
日
条
に
「
わ
か
さ
た
け
田
よ
り
く
に
し
つ
か

な
る
と
て
、
は
つ
さ
け
ま
い
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

初
鮭
の
進
上
は
武
田
氏
の
分
国
で
あ
る
若
狭
国
の
静

謐
を
禁
裏
に
報
告
す
る
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
示

さ
れ
る
（
こ
の
記
事
の
背
景
に
は
武
田
氏
の
内
紛
の

平
定
が
あ
っ
た
）。
初
物
を
始
め
と
す
る
季
節
ご
と

の
進
物
は
若
狭
武
田
氏
の
国
持
大
名
と
し
て
の
領
域

支
配
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

（
２
）
歳
暮
・
年
始
美
物
等
の
進
上

　

後
土
御
門
朝
に
歳
末
に
武
田
氏
が
「
御
ま
な
」
も

し
く
は
「
ひ
ふ
つ
」
を
三
色
も
し
く
は
二
色
進
上
し

た
記
事
が
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
。
こ
の
美び

物ぶ
つ

は
動
物
性
食
品
を
中
心
と
す

る
高
級
食
材
の
こ
と
で
、「
御
ま
な
」
も
同
義
で
あ

る
。
文
明
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
の
禁
裏
の
精
進

解（
⓯
）に

進
上
さ
れ
た
も
の
は
、
恐
ら
く
歳
暮
美
物
と
し

て
の
意
味
を
兼
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
引
用
す
る

と
、「
た
け
た
ま
い
ら
す
る
と
て
、
す
ゑ
よ
り
か
ん
二
、

か
い
あ
わ
一
折
、ゆ
き
五
ま
い
る
」
と
記
さ
れ
る
。
雁
、

鮑
（
あ
わ
び
、
当
時
蚫
と
書
く
例
が
多
い
）、
鱈
な

ど
の
美
物
が
進
上
さ
れ
て
い
る
。
次
の
後
柏
原
朝
で

は
、『
後
柏
原
院
御
記
』
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
正

月
三
日
条
に
「
武
田
歳
暮
美
物
三
種
之
内
、
先
二
種

今
日
進
上
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
若
狭
守
護
武
田
元

信
が
歳
暮
美
物
三
種
を
禁
裏
に
進
上
す
べ
き
で
あ
っ

た
が
、
年
を
越
し
て
翌
年
正
月
三
日
に
そ
の
内
の
二

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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五
十
七
巻
二
号

種
を
進
上
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
の
文
明
十
年
正
月

十
八
日
条
、
同
十
九
年
（
一
四
八
七
）
二
月
八
日
条

な
ど
の
御
ま
な
進
上
は
、
そ
れ
ぞ
れ
す
で
に
そ
の
前

年
の
暮
れ
に
歳
暮
進
上
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
あ

る
い
は
年
始
の
進
上
と
も
思
わ
れ
る
。
正
親
町
朝
の

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
二
月
二
日
条
に
は
、「
わ
か

さ
の
た
け
た
よ
り
か
ん
一
、
御
ひ
ら
十
、
か
い
あ
わ

ひ
卅
、ね
ん
し
の
ま
い
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
雁
、鯛
、

鮑
が
年
始
と
し
て
進
上
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
禁
裏
の
代
始
に
伴
い
、
精
進
解
に
美
物
を

進
上
す
る
こ
と
が
武
田
氏
の
例
と
な
っ
て
い
た
ら
し

い
。
後
柏
原
朝
の
初
め
の
時
期
の
、
わ
ず
か
に
残
っ

て
い
る
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
の
記
事
の
中
で
、

明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
十
二
月
二
十
四
日
条
に
「
た

け
た
ひ
ふ
つ
三
色
ま
い
ら
す
る
と
て
、
す
へ
よ
り
ま

い
る
、
御
し
や
う
し
ん
と
け
に
、
女
中
御
て
う
し
斗

御
申
あ
り
、
五
こ
ん
ま
い
る
、
め
て
た
し
」
と
記
さ

れ
る
。
そ
の
前
日
に
故
後
土
御
門
院
七
々
日
の
仏
事

が
終
了
し
て
後
柏
原
天
皇
が
常
御
所
に
還
御
さ
れ
た
。

そ
し
て
こ
の
日
、
酒
宴
が
な
さ
れ
、
こ
の
日
の
た
め

に
美
物
進
上
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
後
奈

良
朝
の
初
め
の
大
永
六
年
十
月
五
日
に
は
「
た
け
た

御
し
や
う
し
ん
と
け
の
ひ
ふ
つ
五
色
し
ん
上
す
る
、

こ
れ
は
五
月
す
ゑ
に
ま
い
る
へ
き
こ
と
を
、
と
ゝ
か

ぬ
事
に
て
い
ま
ま
い
る
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
同

年
の
五
月
二
十
七
日
に
盛
大
な
精
進
解
が
な
さ
れ
て

お
り
、
恐
ら
く
武
田
氏
は
こ
の
こ
ろ
美
物
を
進
上
す

べ
き
で
あ
っ
た
が
、
遅
延
し
て
十
月
に
至
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
代
始
に
伴
っ
て
精
進
解
の
美

物
を
三
色
な
い
し
五
色
進
上
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
「
た
け
た
」
も
前
掲
の
後
土
御
門
朝
や
後

柏
原
朝
の
記
事
に
「
す
へ
よ
り
ま
い
る
」
と
記
さ
れ
、

禁
裏
の
食
材
を
管
理
し
た
御
末
を
介
し
て
進
上
し
て

い
る
こ
と
か
ら
み
て
若
狭
武
田
氏
の
こ
と
を
指
し
て

言
っ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

　

こ
の
歳
暮
か
ら
年
始
は
年
中
行
事
の
集
中
す
る
時

期
で
あ
る
。
そ
の
宴
会
の
食
材
を
提
供
す
る
と
い
う

合
理
的
な
解
釈
も
で
き
る
が
、
本
来
は
年
の
節
目
の

祝
儀
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
禁
裏
の

代
始
の
進
上
も
本
来
的
に
は
主
家
に
対
す
る
祝
儀
性

を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
そ
の
他
の
進
物

　

以
上
列
記
し
た
初
物
な
ど
の
季
節
的
進
物
の
ほ
か

に
、
水
産
物
を
中
心
と
し
た
武
田
氏
の
進
物
が
後
土

御
門
朝
の
記
事
に
見
ら
れ
る
。
一
方
、
後
奈
良
朝
以

降
に
な
る
と
進
物
は
定
型
的
と
な
り
、
あ
ま
り
変

わ
っ
た
も
の
は
少
な
く
な
る
。
後
土
御
門
朝
の
進
上

と
し
て
、
ま
ず
貝
類
が
あ
げ
ら
れ
る
。
初
見
は
文
明

九
年
六
月
十
九
日
条
で
「
た
け
た
い
き
た
る
か
ひ
ま

い
ら
せ
ら
る
」
と
記
さ
れ
、
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）

以
降
に
も
六
月
を
中
心
と
し
て
「
い
き
か
ひ
」
の
進

上
が
何
度
か
記
さ
れ
て
い
る
。明
応
八
年（
一
四
九
九
）

六
月
二
十
五
日
条
に
は
「
た
け
た
け
さ
い
き
か
ひ
・

さ
ゝ
い
ま
い
ら
す
る
」
と
記
さ
れ
る
。「
け
さ
」
と

進
上
の
時
間
を
表
現
し
た
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
や

や
後
の
正
親
町
朝
の
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
正
月

五
日
条
に
は
「
た
け
た
せ
い
ほ
う
の
ひ
ふ
つ
ま
い

る
、
御
ひ
ら
十
ま
い
・
か
ん
一
、
よ
こ
ろ
ま
い
る
」

と
記
さ
れ
、
前
年
の
歳
暮
美
物
が
翌
年
の
正
月
に

な
っ
て
届
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
よ
こ
ろ
」
に
な
っ

て
届
け
ら
れ
た
と
い
う
。
朝
・
夜
を
問
わ
ず
美
物
が

進
上
さ
れ
て
い
る
。
鮮
度
の
こ
と
も
あ
り
、
一
刻
も

早
く
届
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
「
い
き

か
ひ
」
は
季
節
か
ら
み
て
鮑
と
思
わ
れ
る
。
次
に
海

老
の
進
上
は
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
と
六
年
の
二

例
見
ら
れ
る
（
以
下
表
１
参
照
）。
蟹
の
進
上
は
明

応
六
年
に
「
か
さ
」（
が
ざ
み
、
ワ
タ
リ
ガ
ニ
）
進
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佐
藤　
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
見
る
若
狭
武
田
氏
の
進
上

上
の
事
例
が
あ
る
。
文
明
十
九
年
四
月
十
八
日
条
に

は
「
た
け
た
は
ま
あ
ふ
り
ま
い
ら
す
る
」
と
浜
焼
き

の
鯛
を
進
上
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
ま
た
長
享
二
年

（
一
四
八
八
）
六
月
六
日
条
に
「
た
け
た
ま
い
ら
す
る

と
て
、
す
ゑ
よ
り
か
い
さ
う
一
折
ま
い
る
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
前
後
に
海
松
進
上
の
記
事
が
別
に

あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
こ
れ
は
海
松
以
外
の
海
藻
が
進

上
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
明
応
八
年
に
は

醤
一
桶
の
進
上
が
見
え
る
。
以
上
海
産
魚
介
類
等
に

つ
い
て
ま
と
め
た
が
、『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
の

本
文
に
は
直
接
的
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
進
物
の

内
容
か
ら
み
て
こ
れ
ら
す
べ
て
を
若
狭
武
田
氏
の
進

上
と
み
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
う
。
一
方
、

川
魚
で
は
鮎
と
鯉
が
一
例
づ
つ
見
え
る
。
ま
ず
文
明

十
年
九
月
十
日
条
に
「
あ
ゆ
た
け
た
ま
い
ら
す
る
と

て
、
す
ゑ
よ
り
ま
い
る
」
と
記
さ
れ
る
。
御
末
を
通

じ
て
進
上
さ
れ
た
こ
と
か
ら
み
て
若
狭
武
田
氏
の
進

上
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
文
明
十
六
年
六
月
三
日

条
に
は
「
た
け
た
ま
い
ら
す
る
と
て
、
み
ん
部
卿
よ

り
こ
も
し
ま
い
る
」
と
後
土
御
門
天
皇
の
近
臣
白
川

忠
富
を
通
じ
て
鯉
が
進
上
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
若

狭
武
田
氏
の
鯉
進
上
は
例
が
な
く
、
ま
た
白
川
忠
富

を
介
し
た
理
由
も
充
分
に
説
明
さ
れ
な
い
の
で
、
こ

の
記
事
が
若
狭
武
田
氏
の
進
上
か
ど
う
か
は
保
留
さ

れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
初
物
や
季
節
の
食
材
以
外
に
も
、

随
時
水
産
物
を
中
心
と
し
た
進
上
が
な
さ
れ
た
。
最

後
に
、
禁
裏
に
対
す
る
諸
家
の
進
上
の
通
例
と
し
て
、

様
々
な
御
礼
進
上
が
あ
る
が
、
若
狭
武
田
氏
の
場

合
、『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
の
記
事
に
は
前
述
の

歳
暮
・
年
始
を
除
く
と
、
御
礼
と
明
記
さ
れ
る
事
例

は
少
な
い
。
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
四
月
二
十
四

日
に
武
田
元
光
が
後
奈
良
天
皇
の
御
即
位
御
礼
と
し

て
美
物
五
色
を
進
上
し
た
例
が
あ
り
、
ま
た
天
文
三

年
（
一
五
三
四
）
閏
正
月
二
十
二
日
の
十
合
・
十
荷

進
上
も
何
ら
か
の
御
礼
の
可
能
性
が
あ
る
。
武
田
氏

の
場
合
当
時
一
般
に
行
わ
れ
た
銭
貨
に
よ
る
御
礼
進

上
が
見
ら
れ
ず
、
美
物
を
御
礼
と
し
て
進
上
し
て
い

る
点
に
特
色
が
よ
く
う
か
が
わ
れ
る
。

　

二　

越
前
朝
倉
氏
・
能
登
畠
山
氏
の
禁
裏
へ
の
進
上

　

以
上
の
よ
う
な
若
狭
武
田
氏
の
禁
裏
へ
の
進
上
の

歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
、
越
前
朝
倉
氏
や
能
登
畠
山

氏
な
ど
北
陸
地
域
の
他
の
大
名
と
の
比
較
を
通
じ
て

検
討
す
る
。
ま
ず
越
前
朝
倉
氏
は
初
代
朝
倉
孝
景
の

と
き
守
護
斯
波
氏
に
代
わ
っ
て
実
質
的
な
越
前
国
の

支
配
権
を
獲
得
し
、
そ
の
後
五
代
に
わ
た
っ
て
越
前

を
支
配
し
た
。
禁
裏
と
直
接
の
関
係
を
持
つ
に
至
っ

た
の
は
二
代
当
主
朝
倉
氏
景
の
最
晩
年
の
文
明
十
八

年
に
禁
裏
御
料
所
河
合
庄
の
代
官
を
命
ぜ
ら
れ
、
後

土
御
門
天
皇
か
ら
太
刀
を
下
さ
れ
て
御
礼
一
万
疋

（
銭
百
貫
文
）
を
進
上
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

三
代
朝
倉
貞
景
は
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
後
柏
原

天
皇
の
代
始
御
礼
の
進
上
と
河
合
庄
の
年
貢
加
増
を

命
じ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
応
じ
な
か
っ
た
。
た
だ

幕
府
か
ら
賦
課
さ
れ
た
分
の
御
即
位
段
銭
は
完
納
し

た
。
そ
の
後
貞
景
は
任
官
御
礼
の
太
刀
・
三
千
疋
や

故
後
土
御
門
院
の
仏
事
料
三
千
疋
を
進
上
し
た
。
後

柏
原
天
皇
の
御
即
位
は
財
政
難
に
よ
り
遅
延
し
て
い

た
が
、
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
幕
府
の
命
に
よ
り

貞
景
は
そ
の
費
用
五
万
疋
を
京
都
に
送
っ
た
。
朝
倉

氏
は
四
代
孝
景
の
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
主
体
的
に

『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、

享
禄
二
年
（
一
五
三
九
）
三
月
十
三
日
条
に
越
前
国

内
の
三
昧
（
葬
送
地
）
開
設
許
可
の
綸
旨
を
申
請
し

て
勅
許
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
。
そ
の
後
朝
倉
氏
の
進

物
や
代
銭
の
進
上
が
具
体
的
に
『
お
湯
殿
の
上
の
日

記
』
に
記
載
さ
れ
る
事
例
を
表
２
（
次
ペ
ー
ジ
）
に

ま
と
め
た
。
ほ
と
ん
ど
が
特
定
の
事
由
に
よ
る
礼
銭
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五
十
七
巻
二
号

や
出
銭
の
進
上
で
あ
る
。
天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）

四
代
朝
倉
孝
景
か
ら
五
代
朝
倉
延
景
（
義
景
）
へ
代

替
り
す
る
と
そ
の
御
礼
進
上
を
契
機
と
し
て
そ
の
後

毎
年
の
よ
う
に
礼
銭
が
進
上
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
に
一
万
疋
の
銭
が
進
上
さ

れ
て
い
る
の
は
、
正
親
町
天
皇
の
代
始
の
御
礼
と
み

ら
れ
る
。
物
と
し
て
の
進
物
は
、
天
文
十
二
年
の

「
く
ゝ
ゐ
二
は
」
す
な
わ
ち
白
鳥
二
羽
、
弘
治
二
年

（
一
五
五
六
）
の
「
御
な
か
十
は
」
す
な
わ
ち
綿
十
把

の
二
例
に
す
ぎ
な
い
。
朝
倉
氏
の
禁
裏
へ
の
進
上
は

上
人
号
、
気
比
社
遷
宮
、
官
位
・
姓
、
外
題
染
筆
な

ど
の
返
礼
が
中
心
で
あ
り
、
ま
た
最
後
の
当
主
朝
倉

義
景
の
代
に
は
年
々
の
御
礼
と
し
て
千
疋
（
銭
十
貫

文
）
の
進
上
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

加
賀
富
樫
氏
は
南
北
朝
期
に
守
護
に
抜
擢
さ
れ
、

室
町
中
期
一
時
守
護
職
を
斯
波
氏
に
代
え
ら
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
再
び
守
護
と
な
る
。
そ
の
後
も
加

賀
守
護
・
同
半
国
守
護
だ
っ
た
が
、『
お
湯
殿
の
上

の
日
記
』
に
は
進
上
記
事
が
見
当
た
ら
な
い
。
な
お

戦
国
末
期
加
賀
国
を
支
配
し
た
本
願
寺
は
、
天
文
五

年
以
降
毎
年
十
合
十
荷
の
御
礼
を
進
上
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
本
願
寺
が
勅
願
所
で
あ
る
こ
と
に
よ
る（

⓰
）。

　

能
登
は
南
北
朝
期
に
管
領
畠
山
氏
の
分
国
の
ひ
と

つ
と
な
る
。
管
領
畠
山
基
国
の
子
満
慶
（
管
領
畠
山

満
家
の
弟
）
は
能
登
守
護
職
を
継
ぎ
、
以
後
こ
の
系

統
が
代
々
守
護
と
な
っ
た
の
で
能
登
畠
山
氏
と
呼
ば

れ
る
。『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
お
け
る
能
登
畠

年 月・日 進　　物（事由）

享禄 4 10・10 二千疋（上人号御礼）

天文 4 11・01 万疋（御即位事）

天文 10 08・22 御たち・三千疋（気比遷宮御礼）

天文 12 09・04 くゝゐ二は

天文 17 09・09 御たち・三千疋（代替御礼）

天文 18 08・26 御れゐ五千疋

天文 20 12・30 ことしの御れいとて千疋

弘治 2 12・ 9 御なか十は

永禄元 09・16 万疋

永禄 3 03・01 としとしの御れい千疋

11・07 十かう・十 千疋（四品・姓御礼）

永禄 5 09・16 御たるの代千疋（赤淵大明神縁起外題御礼）

注　『お湯殿の上の日記』の所見を記した。

表 3　能登畠山氏の進上
年 月・日 進　　物（事由）

明応 06 11・06 御まな三色

享禄 02 10・14 ひふつ五色

享禄 03 03・30 ひふつ五色

06・18 五千疋（薫物法御礼）

享禄 04 05・07 ひふつ三色

天文 02 06・13 ひふつ三色

天文 03 06・03 ひふつ三色

10・04 ひふつ色々

天文 04 05・26 くゝゐ・せわた卅・しほひき五

07・21 御たるの代千疋（任官申請）

08・18 せもしのおけ五十▲

天文 05 03・01 御たち・御馬代三百疋（四品御礼）

06・20 ひふつ五色・御たるの代千疋（蘭奢待御礼）

天文 06 05・20 ひふつ三色

天文 07 06・15 としとしのひふつ三色

天文 08 06・01 ひふつ三色▲

天文 09 06・11 ひふつ三色▲

天文 10 07・01 ひふつ

天文 11 06・05 しほひき十しやく・せわた五十おけ・のもしのはこ二

天文 12 07・25 としとしのひふつ

天文 14 08・06 としとしのひふつ▲

天文 17 07・02 としとしのひふつ三色▲

注　『お湯殿の上の日記』の能登守護の所見による。
▲「のとより」とのみ表記されるもの。

表 2　越前朝倉氏の進上
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佐
藤　
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
見
る
若
狭
武
田
氏
の
進
上

山
氏
の
進
上
の
初
見
は
、
後
土
御
門
朝
末
期
の
明
応

六
年
（
一
四
九
七
）
十
一
月
六
日
条
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

　
　

�
の
と
の
し
ゆ
こ
お
と
ゝ
御
ま
な
三
色
ま
い
ら
す

る
、

　

当
時
の
能
登
守
護
は
畠
山
義
元
で
、
そ
の
弟
慶

致
が
三
種
の
美
物
を
禁
裏
に
進
上
し
た（

⓱
）。

そ
の
後
、

能
登
畠
山
氏
全
盛
時
代
の
義
総
の
代
に
は
定
型
的

な
進
上
記
事
が
見
ら
れ
る
（
表
３
参
照
）。
後
奈
良

朝
の
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
か
ら
能
登
畠
山
氏
は
、

ほ
ぼ
毎
年
美
物
三
色
、
も
し
く
は
五
色
を
進
上
し
て

い
る
。
そ
の
時
季
は
大
体
五
月
か
六
月
で
あ
り
、
天

文
十
年
（
一
五
四
一
）
以
降
は
七
月
や
八
月
に
ず
れ

込
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
三
色
の
内
容
は
は
っ
き
り
し

な
い
が
、
天
文
四
年
の
五
月
二
十
六
日
や
天
文
十
一

年
の
進
上
事
例
か
ら
類
推
す
る
と
、
塩
引
や
背
腸
を

含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
数
量
は
塩
引
は
五

尺
か
十
尺
、
背
腸
は
三
十
桶
か
五
十
桶
と
い
う
多
数

で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
官
位
や
名
香
の
授
与
な
ど
に

伴
う
礼
銭
や
美
物
の
進
上
が
数
例
見
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
能
登
畠
山
氏
の
場
合
、
年
に
一
回
、
三
種
類

の
美
物
の
進
上
が
定
型
的
な
進
上
で
あ
り
、
比
較
的

規
則
的
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
こ
う

し
た
進
上
も
畠
山
義
総
の
代
ま
で
安
定
し
て
続
い
た

が
、
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
七
月
十
二
日
義
総

が
没
し
た
後
は
、
義
続
の
代
の
天
文
十
七
年
を
最
後

に
途
絶
え
て
し
ま
い
、
一
族
・
家
臣
の
内
紛
に
よ
り

能
登
畠
山
氏
の
禁
裏
へ
の
進
上
は
以
後
全
く
見
ら
れ

な
く
な
る
。

　

以
上
、
越
前
と
能
登
の
有
力
大
名
の
進
上
事
例
を

簡
単
に
紹
介
し
た
。
越
中
以
遠
に
つ
い
て
は
、
日
常

的
な
進
上
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
で
こ
こ
で
は
取

り
上
げ
な
か
っ
た
。
年
間
の
進
上
回
数
と
い
い
、
進

物
の
内
容
と
い
い
、
継
続
さ
れ
た
年
代
と
い
い
、
若

狭
武
田
氏
は
他
の
大
名
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
全

国
的
に
み
て
も
、
こ
れ
ら
の
北
陸
地
域
の
大
名
の
よ

う
に
進
上
を
通
じ
て
禁
裏
と
恒
常
的
な
結
び
つ
き
を

持
っ
た
大
名
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
尾
張
織
田

氏
、
美
濃
土
岐
氏
や
、
い
わ
ゆ
る
三
国
司
と
そ
の
一

族
、
西
国
の
雄
大
内
・
大
友
両
氏
、
そ
の
他
辺
境
の

武
士
な
ど
に
も
禁
裏
に
対
す
る
種
々
の
進
上
が
見
ら

れ
た
。
奥
野
高
廣
氏
は
こ
の
よ
う
な
武
士
の
活
動
に

つ
い
て
「
戦
国
時
代
の
皇
室
翼
賛
の
事
蹟
」
と
し
て

取
り
上
げ
、
若
狭
武
田
氏
に
つ
い
て
「
而
し
て
同
氏

の
勤
皇
は
小
浜
の
御
代
官
で
あ
っ
た
事
に
よ
る
も
の

か
と
思
は
れ
る
」
と
示
唆
し
て
い
る（

⓲
）。

若
狭
武
田

氏
は
禁
裏
供
御
御
料
所
小
浜
の
代
官
を
務
め
、
そ
の

月
宛
を
納
め
た
。
月
宛
と
は
毎
月
供
御
（
米
）
の
代

銭
を
納
め
る
こ
と
で
、
当
時
月
額
三
千
疋
（
三
十
貫

文
）
で
あ
っ
た
。
戦
国
期
荘
園
か
ら
の
収
入
が
減
少

す
る
中
で
小
浜
の
月
宛
の
納
入
状
況
は
比
較
的
良
好

と
さ
れ（

⓳
）、

例
え
ば
越
前
朝
倉
氏
が
国
内
の
禁
裏
御

料
所
河
合
庄
の
年
貢
を
三
千
疋
と
い
う
低
額
に
押
え

た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
武
田
氏
の
禁
裏
に
対
す
る
奉

仕
の
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
。
北
陸
地
域
に
は
こ
う
し

た
禁
裏
御
料
所
が
各
国
に
分
布
し
、
禁
裏
は
戦
国
期

も
比
較
的
安
定
し
た
収
入
を
得
た
。
能
登
に
つ
い
て

も
能
登
守
護
が
代
官
を
務
め
た
年
貢
一
万
疋
の
禁
裏

御
料
所
一
青
庄
が
あ
っ
た（

⓴
）。

越
前
朝
倉
氏
も
河
合

庄
の
代
官
と
し
て
一
応
三
千
疋
の
年
貢
は
送
り
続
け

た
。
こ
う
し
た
禁
裏
御
料
所
の
代
官
職
を
ひ
と
つ

の
背
景
と
し
て
諸
大
名
は
禁
裏
に
対
す
る
進
上
を

行
っ
た
。
た
だ
前
節
ま
で
に
詳
し
く
検
討
し
た
若
狭

武
田
氏
の
禁
裏
に
対
す
る
季
節
的
な
進
物
は
、量
的
・

質
的
に
み
て
あ
ま
り
に
も
僅
少
で
あ
り
、
禁
裏
御
料

所
小
浜
な
ど
特
定
の
所
領
に
対
す
る
賦
課
と
み
る
の

は
難
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
同
じ
若
狭

国
の
禁
裏
御
料
所
上
吉
田
庄
で
も
代
官
が
美
物
を
進

上
し
て
い
る
。
上
吉
田
庄
は
小
浜
の
東
方
約
十
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
現
福
井
県
若
狭
町
上
吉
田

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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五
十
七
巻
二
号

に
あ
っ
た
禁
裏
御
料
所
で
、
三
千
疋
の
年
貢
（
公
用

銭
）
を
納
め
た
。『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
よ
れ

ば
、
武
田
氏
の
家
臣
で
代
官
の
松
宮
氏
は
年
始
の
美

物
と
し
て
鯣
五
連
を
、
ま
た
歳
暮
の
美
物
と
し
て
小

鯛
三
十
を
禁
裏
に
進
上
し
て
い
る（

㉑
）。

こ
う
し
た
進

物
に
は
送
状
と
書
状
が
付
さ
れ
て
お
り
、『
お
湯
殿

の
上
の
日
記
』永
禄
二
年
十
二
月
二
十
八
日
条
に「
か

み
よ
し
田
御
れ
う
所
の
お
く
り
し
や
う
は
、
名
乗
隆

長
、
う
ら
書
に
松
宮
大
蔵
丞
と
あ
り
、
小
鯛
卅
ま
い

る
、
文
に
は
清
長
と
名
乗
あ
り
、
う
ら
に
松
宮
玄
番

允
と
あ
り
（
中
略
）
か
み
よ
し
田
よ
り
の
小
鯛
は
、

せ
い
ほ
の
な
り
」
と
記
録
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
美
物

は
上
吉
田
庄
の
年
貢
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強

い
。
し
か
し
武
田
氏
の
季
節
に
よ
る
進
上
は
、
む
し

ろ
若
狭
一
国
の
支
配
者
と
し
て
の
初
物
進
上
儀
礼
と

し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ

も
、
こ
の
時
期
禁
裏
に
初
物
を
進
上
す
る
の
は
、
武

家
で
は
将
軍
と
若
狭
武
田
氏
だ
け
で
あ
る
。
こ
う
し

た
こ
と
に
も
武
田
氏
の
特
異
な
性
格
が
う
か
が
え
る
。

　

三　

幕
府
に
お
け
る
北
陸
大
名
の
進
上

　

さ
て
、
諸
大
名
が
帰
属
し
て
い
る
幕
府
に
お
け

る
主
従
関
係
を
具
体
的
に
示
す
も
の
と
し
て
、
毎

年
く
り
か
え
さ
れ
る
正
月
元
日
を
始
め
と
す
る
多

数
の
年
中
行
事
に
伴
う
諸
臣
の
参
仕
、
対
面
、
進

上
、
拝
領
等
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
条
項
に
つ

い
て
、
ど
の
家
柄
の
大
名
が
ど
の
日
に
ど
の
よ
う
に

参
加
す
る
の
か
を
記
し
た
故
実
書
が
室
町
後
期
作
ら

れ
た
。
そ
の
う
ち
武
田
氏
や
朝
倉
氏
の
進
上
に
つ
い

て
特
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
伊
勢
貞
遠
が
作
っ

て
足
利
義
稙
の
代
の
永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
か

ら
同
十
八
年
（
一
五
二
一
）
ま
で
の
例
を
書
き
加
え

た
『
殿
中
申
次
記
』
と
戦
国
期
の
天
文
十
二
、三
年

（
一
五
四
三
、四
四
）
こ
ろ
ま
で
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
年

中
恒
例
記
』
が
あ
る（

㉒
）。

ま
た
幕
府
に
お
け
る
実
際

の
進
物
を
日
を
逐
っ
て
記
し
た
一
年
間
の
記
録
と
し

て
『
天
文
十
四
年
日
記
』
が
あ
る（

㉓
）。

こ
の
三
者
を

比
べ
て
、
前
述
し
た
北
陸
大
名
の
幕
府
に
対
す
る
進

上
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　

ま
ず
『
殿
中
申
次
記
』
で
は
、
例
年
七
月
九
日
に

富
樫
次
郎
が
梅
染
御
服
五
を
進
上
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
八
月
朔
日
の
項
に
次
の
よ
う
な
記
載

が
あ
る
。

　
　
禁
裏
様
へ
参

　
　

一�

初
雁　

一
、　
例
年
進
上
之
、　

朝
倉
弾
正
左
衛

門
尉

　
　

�

一
初
雁　

一
、　
例
年
進
上
之
、　

武
田
伊
豆
守　

　
　

何
も
式
日
ハ
不
定
、

　

例
年
「
朝
倉
弾
正
左
衛
門
尉
」
と
「
武
田
伊
豆
守
」

が
初
雁
を
進
上
す
る
と
記
載
さ
れ
る
。
両
者
の
官

途
か
ら
み
て
右
の
部
分
は
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）

前
後
の
朝
倉
・
武
田
両
氏
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る（

㉔
）。

す
な
わ
ち
越
前
の
朝
倉
孝
景
（
四

代
）
と
若
狭
の
武
田
元
光
が
、
そ
れ
ぞ
れ
幕
府
に
初

雁
一
を
進
上
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
同
書

の
十
月
三
日
の
項
に
は
武
田
大
膳
大
夫
が
初
鱈
三
を

進
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
膳
大
夫

は
、
恐
ら
く
元
光
の
父
の
元
信
の
こ
と
で
、
元
信
は

永
正
十
六
年
十
一
月
に
剃
髪
し
て
出
家
し
て
い
る
か

ら
、
永
正
十
六
年
以
前
の
武
田
元
信
の
代
に
初
鱈
進

上
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
ら
に
よ
れ

ば
、
武
田
氏
は
初
物
の
雁
と
鱈
を
幕
府
に
進
上
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
前
掲
部
分
の
注
記
「
禁
裏

様
へ
参
」
は
、
朝
倉
氏
が
初
雁
を
禁
裏
に
進
上
し
た

事
実
が
な
い
の
で
、
そ
の
次
の
行
の
武
田
氏
の
初
雁

進
上
に
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
武
田
氏
の
禁
裏

へ
の
初
雁
進
上
は
、
幕
府
へ
の
進
上
と
密
接
に
関
連

す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

次
に
や
や
時
代
が
下
る
『
年
中
恒
例
記
』
に
お
い

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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佐
藤　
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
見
る
若
狭
武
田
氏
の
進
上

て
は
、
そ
の
二
月
二
十
四
日
の
項
に
前
述
の
よ
う
に

幕
府
に
武
田
氏
が
い
さ
ざ
を
進
上
す
る
こ
と
が
見
え
、

ま
た
同
項
に
年
始
御
礼
と
し
て
能
登
畠
山
氏
が
美
物

を
、
朝
倉
氏
が
美
物
と
銭
三
千
疋
を
進
上
す
る
こ
と

が
見
え
る
。
そ
し
て
以
下
列
記
す
る
と
、
五
月
六
日

武
田
氏
が
海
松
を
進
上
す
る
こ
と
、
六
月
朔
日
富
樫

氏
が
梅
染
帷
三
寸
を
進
上
す
る
こ
と
、
八
月
十
五
日

武
田
氏
と
朝
倉
氏
が
初
雁
と
初
鮭
を
進
上
す
る
こ
と
、

九
月
朔
日
武
田
大
膳
大
夫
が
枝
椎
一
折
を
進
上
す
る

こ
と
、
十
二
月
能
登
守
護
が
初
海
鼠
腸
を
、
朝
倉
氏

が
絹
二
十
疋
・
綿
三
十
把
を
進
上
す
る
こ
と
な
ど
が

記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
幕
府
に
お
け
る
年
中
恒
例
の

進
上
で
あ
る
。
い
く
つ
か
は
初
物
進
上
で
あ
る
。
そ

し
て
八
月
十
五
日
の
若
狭
武
田
氏
の
初
雁
と
初
鮭
進

上
の
項
に
は
、「
則
禁
裏
江
御
進
上
之
（
下
略
）」
と

注
記
さ
れ
る
。
若
狭
武
田
氏
の
初
物
の
い
く
つ
か
が

禁
裏
へ
も
進
上
さ
れ
る
こ
と
が
恒
例
と
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
故
実
書
に
見
え
る
若
狭
武
田
氏
の
室
町

幕
府
に
対
す
る
進
上
を
他
の
記
録
で
確
か
め
る
こ
と

が
で
き
る
材
料
は
少
な
い
が
、『
天
文
十
四
年
日
記
』

に
は
、
幕
府
に
二
月
二
十
四
日
武
田
伊
豆
守
が
「
鯨（

㉕
）一

桶
」
を
進
上
し
、
六
月
十
二
日
同
人
が
「
海
松
一
折
」

を
進
上
し
、
九
月
十
三
日
に
朝
倉
弾
正
左
衛
門
入
道

が
初
鱈
二
を
進
上
し
、
同
十
八
日
に
武
田
伊
豆
守
が

椎
一
折
を
進
上
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
故
実
書
や
記
録
に
よ
れ
ば
、
前
に
検
討
し
た
武
田

氏
の
禁
裏
へ
の
季
節
的
進
物
の
大
部
分
は
、
幕
府
に
対

し
て
も
進
上
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
能
登
畠
山
氏
に
つ
い
て
み
る
と
、
幕
府
内
談

衆
大
館
常
興
が
調
進
し
た
足
利
義
晴
の
御
内
書
の
引

付
『
御
内
書
案
』
に
よ
れ
ば
、
天
文
五
、六
、七
年

（
一
五
三
六
、三
七
、三
八
）
に
次
の
よ
う
な
御
内
書
が

畠
山
義
総
に
宛
て
て
出
さ
れ
て
い
る（

㉖
）。

　
　

�

為
年
始
之
祝
儀
、
太
刀
一
腰
・
白
鳥
・
海
鼠
腸

到
来
、
目
出
度
候
、
猶
常
興
可
申
候
也
、

　
　
　
　
（
天
文
五
年
）

　
　
　
　

 

六
月
十
八
日　
　
　
　

御
判

　
　
　
　
　
　
　
　

畠
山
修
理
大
夫
入
道
と
の
へ

　
　

�

為
年
始
之
祝
儀
、
太
刀
一
腰
・
白
鳥
・
海
鼠
腸

到
来
、
目
出
度
候
、
猶
常
興
可
申
候
也
、

　
　
　
　
（
天
文
六
年
）

　
　
　
　

 

五
月
廿
二
日　
　
　
　

御
判

　
　
　
　
　
　
　

畠
山
修
理
大
夫
入
道
と
の
へ

　
　

�

為
年
始
之
祝
儀
、
太
刀
一
腰
・
白
鳥
一
・
海
鼠

腸
百
桶
到
来
、
目
出
度
候
、
猶
常
興
可
申
候
也
、

　
　
　
　
（
天
文
七
年
）

　
　
　
　
　

六
月
廿
五
日　
　
　
　

御
判

　
　
　
　
　
　
　
　

畠
山
修
理
大
夫
入
道
と
の
へ

　

こ
れ
は
能
登
守
護
畠
山
義
総
が
、
年
始
の
祝
儀
を

足
利
義
晴
に
進
上
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
礼
の
御
内

書
で
あ
る
。『
年
中
恒
例
記
』
に
お
い
て
は
、
二
月

二
十
四
日
こ
ろ
に
能
登
畠
山
氏
が
年
始
の
御
礼
を
幕

府
に
進
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
ろ

毎
年
著
し
く
遅
延
し
て
い
る
。
こ
の
御
内
書
の
各
年

の
日
付
と
表
３
の
禁
裏
に
対
す
る
美
物
進
上
の
各
年

の
日
付
を
比
べ
る
と
、
畠
山
義
総
は
毎
年
大
体
同
じ

よ
う
な
時
期
に
幕
府
と
禁
裏
に
そ
れ
ぞ
れ
年
始
の
祝

儀
と
美
物
を
進
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

そ
の
後
の
天
文
十
七
年
の
事
例
を
み
る
と
、
七
月
二

日
に
畠
山
義
続
が
禁
裏
に
美
物
三
色
を
進
上
し
て
い

る
が
、『
証
如
上
人
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
翌
日

の
七
月
三
日
に
義
続
は
本
願
寺
証
如
に
対
し
て
背
腸

三
十
桶
と
塩
引
五
尺
を
当
年
礼
と
し
て
贈
っ
て
い
る
。

恐
ら
く
畠
山
義
続
の
年
始
御
礼
進
上
の
使
者
が
、
幕

府
や
禁
裏
に
参
上
し
た
後
に
大
坂
へ
回
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
公
武
と
諸
権
門
に
対
す
る
御

礼
進
上
は
連
動
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
て
み
る
と
、『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に

よ
れ
ば
、
若
狭
武
田
氏
は
禁
裏
に
だ
け
く
り
か
え
し

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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若
越
郷
土
研
究　

五
十
七
巻
二
号

進
上
を
行
っ
て
い
た
よ
う
に
み
ら
れ
る
が
、
実
は
幕

府
に
も
進
上
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
武
田
氏
が

室
町
幕
府
の
年
中
行
事
の
体
系
に
属
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

お
わ
り
に

　

以
上
述
べ
た
禁
裏
に
お
け
る
若
狭
武
田
氏
の
初
物

進
上
や
幕
府
の
年
中
行
事
故
実
書
に
記
さ
れ
た
美
物

の
進
上
は
、
量
的
に
は
僅
少
な
も
の
で
あ
り
、
実
際

に
は
こ
れ
以
外
の
頻
繁
な
公
武
の
宴
会
用
美
物
な
ど

の
供
出
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
そ
の
場
合

は
自
発
的
な
進
上
で
は
な
く
、
む
し
ろ
守
護
役
や
守

護
出
銭
と
同
義
と
考
え
ら
れ
る
。
天
皇
の
代
始
御
礼

や
御
即
位
用
途
の
進
上
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。「
国
を

も
ち
候
へ
は
、
御
れ
う
所
候
ハ
す
と
も
、
か
い
ふ
ん

の
御
れ
い
ハ
申
候
は
ん
す
る
事
に
て
候
」
と
い
う
越

前
朝
倉
氏
に
対
す
る
禁
裏
の
要
求
は
当
時
の
国
家
観

を
よ
く
言
い
表
し
て
お
り
、
武
田
氏
の
進
上
が
国
持

大
名
の
責
務
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
い
る（『
宣

胤
卿
記
』
永
正
元
年
十
二
月
九
日
条
女
房
奉
書
）。

な
お
、
こ
れ
ら
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

禁
裏
・
幕
府
へ
の
進
上
の
契
機
や
相
互
関
係
を
よ
り

具
体
的
に
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）
米
原
正
義
『
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
』
四
六
五
ペ
ー

ジ
、
桜
楓
社
、
一
九
七
六
年
。

（
２
）
水
藤
真
「
武
田
氏
の
若
狭
支
配
―
武
田
氏
関
係
文
書
・

売
券
の
検
討
か
ら
―
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報

告
』
第
二
集
、
一
九
八
三
年
。
河
村
昭
一
「
戦
国
大
名
の

買
地
安
堵
に
つ
い
て
―
若
狭
武
田
氏
を
中
心
に
―
」『
兵

庫
教
育
大
学
研
究
紀
要　

第
二
分
冊　

言
語
系
教
育
・
社

会
系
教
育
・
芸
術
系
教
育
』
五
、一
九
八
四
年
。
笹
木
康

平
「
戦
国
期
畿
内
政
治
史
と
若
狭
武
田
氏
の
在
京
」『
日

本
歴
史
』
第
七
六
八
号
、
二
〇
一
二
年
。

（
３
）
筆
者
は
か
つ
て
奥
羽
大
名
の
室
町
幕
府
に
対
す
る

御
礼
進
上
に
つ
い
て
論
じ
た
。
佐
藤
圭
「
御
礼
進
上
に

み
る
奥
羽
大
名
と
室
町
幕
府
」『
秋
大
史
学
』
第
四
三
号
、

一
九
九
七
年
。

（
４
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
の
本
文
は
、
続
群
書
類
従

完
成
会
発
行
の
『
御
ゆ
と
の
ゝ
上
日
記
』
巻
一
～
巻
十
、

一
九
三
二
～
三
四
年
、
な
ら
び
に
同
会
発
行
の
『
続
群
書

類
従
補
遺
三　

お
湯
殿
の
上
の
日
記
（
十
一
）』、一
九
六
六

年
に
よ
っ
た
。
な
お
こ
れ
ら
に
収
め
ら
れ
た
部
分
の
『
お

湯
殿
の
上
の
日
記
』
の
索
引
は
、
小
高
恭
編
『
お
湯
殿
の

上
の
日
記　

主
要
語
彙
索
引
』
岩
田
書
院
、
一
九
九
七
年

参
照
。

（
５
）『
大
日
本
史
料
第
八
編
之
九
』
三
六
二
ペ
ー
ジ
、
同
第

八
編
之
三
十
四
、六
七
ペ
ー
ジ
な
ど
。

（
６
）
す
で
に
春
田
直
紀
氏
は
、
若
狭
武
田
氏
の
美
物
進
上

に
つ
い
て
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
ふ
れ
て
い
る
が
、

史
料
と
し
て
の
取
り
上
げ
方
は
ご
く
部
分
的
で
検
討
の
余

地
が
あ
る
。
な
お
同
氏
は
若
狭
武
田
氏
関
係
史
料
と
し
て

三
条
西
実
隆
の
日
記
『
実
隆
公
記
』
と
歌
集
『
再
昌
草
』

に
現
れ
る
武
田
氏
や
家
臣
の
進
上
を
全
面
的
に
取
り
上
げ

て
論
じ
て
い
る
。
春
田
直
紀
「
中
世
後
半
に
お
け
る
生
鮮

海
産
物
の
供
給
＝
若
狭
国
御
賀
尾
浦
の
美
物
を
中
心
に

＝
」『
小
浜
市
史
紀
要
』
第
六
輯
、
一
九
八
七
年
。

（
７
）
杉
原
丈
夫
・
松
原
信
之
編
『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書
』
下
、

一
五
九
、三
二
六
ペ
ー
ジ
、
松
見
文
庫
、
一
九
七
三
年
。

（
８
）
吉
田
禮
三
『
若
越
お
さ
か
な
食
文
化
誌
』
三
四
ペ
ー
ジ
、

福
井
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
。

（
９
）「
安
倍
伊
右
衛
門
家
文
書
」
弘
安
二
年
三
月
日
若
狭
国

志
積
浦
地
頭
分
年
貢
魚
塩
等
注
進
状
『
福
井
県
史
資
料
編

９
中
・
近
世
七
』
五
ペ
ー
ジ
、
福
井
県
、
一
九
九
〇
年
。

（
⓾
）「
酒
井
忠
勝
書
下
」『
小
浜
市
史　

藩
政
史
料
編
一
』

一
三
六
ペ
ー
ジ
、
小
浜
市
役
所
、
一
九
八
三
年
。

（
⓫
）
小
浜
市
教
育
委
員
会
『
史
跡
後
瀬
山
城
跡
保
存
管
理
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佐
藤　
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
見
る
若
狭
武
田
氏
の
進
上

計
画
書
』
六
二
ペ
ー
ジ
、
小
浜
市
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
⓬
）
小
浜
市
の
「
長
井
健
一
家
文
書
」
に
文
明
十
一
年
十
二

月
三
十
日
付
の
政
所
代
蜷
川
親
元
の
美
物
請
取
状
が
あ

り
、
鵠
一
・
鯛
拾
・
塩
引
弐
・
貝
蚫
一
折
・
振
海
鼠
一
桶

が
幕
府
に
進
上
さ
れ
て
い
る
。
進
上
の
主
体
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
北
陸
地
域
の
大
名
の
可
能
性
が
強
い
。『
福
井

県
史
資
料
編
９
中
・
近
世
七
』
四
二
一
ペ
ー
ジ
、
福
井
県
、

一
九
九
〇
年
。
そ
の
他
幕
府
に
振
海
鼠
を
進
上
し
て
い
る

例
と
し
て
伊
勢
貞
宗
、浦
上
則
宗
ら
が
あ
る
。『
親
元
日
記
』

文
明
十
三
年
二
月
二
十
五
日
条
、文
明
十
五
年
正
月
八
日
条
。

（
⓭
）『
福
井
県
史
通
史
編
２
中
世
』
七
八
三
ペ
ー
ジ
、
表
51

若
狭
の
魚
介
類
の
種
類
と
単
価
。
福
井
県
、
一
九
九
四
年
。

（
⓮
）『
山
科
家
礼
記
』
文
明
十
三
年
正
月
二
十
六
日
条
所
載

の
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
閏
七
月
十
四
日
付
朽
木
口
関

率
分
注
文
に
、
か
い
そ
う
（
海
藻
）、
う
を
（
魚
）、
し
い

し
（
椎
子
）、
鳥
な
ど
の
荷
駄
・
歩
荷
の
率
分
が
記
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
食
材
が
若
狭
方
面
か
ら
朽
木
を
通
っ
て
京
都
に

も
た
ら
さ
れ
た
主
な
商
品
の
内
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

武
田
氏
の
進
物
も
こ
の
部
類
に
入
る
。

（
⓯
）
当
時
の
料
理
は
動
物
性
食
品
を
中
心
と
す
る
魚
鳥
料
理

と
植
物
性
食
品
の
み
の
精
進
料
理
が
あ
り
、
六
斎
日
や
忌

日
、
受
戒
、
神
事
な
ど
の
場
合
は
精
進
料
理
に
限
定
さ
れ
た
。

こ
の
精
進
が
明
け
る
と
精
進
解
と
称
し
て
魚
鳥
を
中
心
と

す
る
美
物
を
盛
大
に
賞
味
す
る
こ
と
が
常
だ
っ
た
。

（
⓰
）『
砂
厳
』
永
正
十
三
年
二
月
二
十
六
日
綸
旨
、『
大
日

本
史
料
第
九
編
之
六
』
二
一
四
ペ
ー
ジ
。『
お
湯
殿
の
上

の
日
記
』
永
禄
九
年
正
月
二
十
四
日
条
。

（
⓱
）東
四
柳
史
明「
能
登
畠
山
氏
家
督
に
つ
い
て
の
再
検
討
」

『
国
学
院
雑
誌
』
第
七
十
三
巻
第
七
号
、
一
九
七
二
年
。

（
⓲
）奥
野
高
廣『
皇
室
御
経
済
史
の
研
究
』後
篇
一
四
九
ペ
ー

ジ
、
中
央
公
論
社
、
一
九
四
四
年
。

（
⓳
）
奥
野
高
廣
『
皇
室
御
経
済
史
の
研
究
』
一
三
八
ペ
ー
ジ
、

畝
傍
書
房
、
一
九
四
二
年
。

（
⓴
）
奥
野
氏
前
掲
書
一
二
五
ペ
ー
ジ
。

（
㉑
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
永
禄
三
年
十
二
月
二
十
七
日

条
、
同
七
年
三
月
二
十
四
日
条
な
ど
。

（
㉒
）
そ
れ
ぞ
れ
『
群
書
類
従
』
第
二
十
二
輯
、『
続
群
書
類
従
』

第
二
十
三
輯
下
所
収
。

（
㉓
）「
大
館
常
興
日
記
（
三
）」
と
し
て
『
ビ
ブ
リ
ア
』

七
六
に
紹
介
、
翻
刻
さ
れ
る
。
一
九
八
一
年
。

（
㉔
）
三
代
朝
倉
貞
景
は
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
三
月

二
十
五
日
に
弾
正
左
衛
門
尉
の
官
途
で
急
死
し
た
が
、
当

時
の
若
狭
武
田
氏
の
当
主
は
大
膳
大
夫
元
信
で
あ
り
、
こ

の
「
朝
倉
弾
正
左
衛
門
尉
」
は
四
代
朝
倉
孝
景
と
み
ら
れ

る
。
彼
の
こ
の
官
途
は
『
永
正
十
三
年
八
月
記
』
で
確
認

さ
れ
る
。
一
方
、
武
田
元
信
の
子
元
光
は
永
正
十
七
年

十
二
月
二
十
五
日
に
若
狭
守
護
と
し
て
神
宮
寺
に
当
知
行

安
堵
の
判
物
を
発
給
し
、
そ
の
署
名
に
伊
豆
守
の
官
途
が

見
え
る
。「
神
宮
寺
文
書
」『
福
井
県
史
資
料
編
９
中
・
近

世
七
』
三
一
六
ペ
ー
ジ
、
福
井
県
、
一
九
九
〇
年
。

（
㉕
）
こ
の
本
文
に
つ
い
て
『
後
鑑
』
同
日
条
所
収
「
大
館

日
記
」
は
「
鱗
一
桶
」
に
作
る
。
い
ず
れ
の
字
も
解
釈
で

き
ず
、
写
し
誤
り
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
日

の
記
事
は
武
田
氏
の
白
魚
進
上
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
㉖
）『
大
館
記
』
三
、『
ビ
ブ
リ
ア
』
八
〇
号
、
一
九
八
三
年
。

ま
た
ほ
ぼ
同
文
の
史
料
が
『
後
鑑
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




